
（別紙３）

～ 2026年3月31日

（対象者数） 6名 （回答者数） 2枚

～ 2026年3月31日

（対象者数） 8名 （回答者数） 8枚

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

適切な送迎表を組めるように努める。

2

他事業所を参考にしつつ、更に質の高
い療育を提供を考案する。

3

教材の種類を増やす必要がある。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

ここでないと出来ないと言ったイベン
ト等を考えたい。

2

有資格者の採用

3

整理整頓を強化し、より広く事業所を
使えるようにする。

送迎 出来る限り、ご家庭のニーズに応えら
れるように送迎を行っている。

提供内容 登校支援や子どもの意向を優先しつ
つ、固定化されない様にプログラムを
組んでいる。

学習支援 個人の力量に合わせた課題を提供して
いる。また、宿題の支援等も行ってい
る。

事業所の広さ 特性に合わせると少し狭く感じる。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

差別化 見守りが多い分、他の事業所と同じよ
うな提供内容になってしまう。

職員の数 特性に合わせると少し職員が少ない。

2025年5月8日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年5月8日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 なるみ

○保護者評価実施期間 2025年5月8日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


